
老朽化が進む道路施設を守るため、
計画的な取り組みが必要です！

｢道路施設の老朽化対策」

パネル展

道路施設の老朽化対策はホームページでもご覧になれます。 東北 老朽化 検索

宮城県道路メンテナンス会議
宮城県内３５市町村

東日本高速道路㈱東北支社

宮城県道路公社

宮城県

東北地方整備局



宮城県内の道路管理延長は約２万６千㎞で、下表に示す
橋梁・トンネル道路附属物等※の施設を有しています。
特に数が多い「橋梁」は、約７割（約8,600橋）を市町村が

管理しています。

※2021年3月末時点
※道路延長は「道路統計年報2020」より集計

道路管理者別の道路構造物等の内訳

■トンネル

■橋 梁 ■道路附属施設等

↑市町村が
約７割をしめる

国土交通省

高速道路会社

県・政令市等

市町村

【宮城県道路メンテナンス会議】



建設後５０年以上の割合は、現在２９%、１０年後は５５%に。
このままだと２０年後には７６%で東北全体と同様に急増します。

累計：8,640橋

1970年代から1990年代に
かけて建設がピークに

宮城県の建設年度別橋梁数

【宮城県】

注）・建設年次が把握されている橋梁で整理しています。

【2021.3月末時点】

【宮城県道路メンテナンス会議】



地方公共団体における三つの課題（人員不足・技術力不足・予算不足）により

「点検が進まない」「点検結果の妥当性が確認できない」「適切な修繕等が実

施できない」などの課題がありました。

取り組みへの課題

・県内の道路管理者からなる『宮城県道路メンテナンス会議』を設置

〈構成メンバー〉

・東北地方整備局（仙台河川国道事務所）

・地方公共団体（宮城県、仙台市、他県内市町村）

・宮城県道路公社

・東日本高速道路㈱

〈役割〉

・地方公共団体の抱える課題に対して

国が宮城県と連携し支援策を検討

・技術的な相談の対応 等

課題に対する対応

会議の様子

主な取組内容

・５ヶ年の点検計画の策定、公表

・毎年度の点検結果の取りまとめ

・市町村点検業務の発注支援

・メンテナンスに関する研修の実施

・老朽化に関する広報の実施 等

点検研修会の様子

【宮城県道路メンテナンス会議】



平成26年6月に道路の法律が改正され、橋やトンネル、道
路附属物等※は、５年に１回の頻度で定期的に点検と診断
を行い必要な措置を講ずることが義務化され、５年が経過
しました。

橋を定期的に点検し、痛み具
合を調べます（５年に１回）。

点検結果や補修等の履歴
を記録して保存します。

定期点検結果から原因をまとめて、
対策区分を判定し、補修計画等を
つくります。

補修計画に基づいて、予算を確保し、
効率的な補修等を行います。

【対策区分の判定】
点検を実施した施設については、構造物毎に健全性の診断を行い、
補修の必要性と緊急性について４段階で判定します。

状　　態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階
構造物の機能に支障が生じている可能性が有り、早期に
措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階
構造物の機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

判定区分

※道路附属物等：シェッド、横断歩道橋、門型標識等

【宮城県道路メンテナンス会議】



■橋梁の近接目視 ■橋梁点検車による点検

■トンネルの近接目視■ロープアクセスによる橋梁点検

■ 離れた場所からは見えない部分の近接目視や、ハンマーでた
たいて確認することで、構造物内部の異常を発見することがで
きます。

点検は、個別の道路施設を近接目視と打音点検等を基本に
行い、その結果を基に健全性を診断をします。

【宮城県道路メンテナンス会議】



■道路施設の定期点検等では、技術者が近接目視等に
より点検を行っています。

■近接目視を補完・代替・充実する技術の活用を進め、
点検の効率化に取り組んでいます。

▲超音波探傷試験による鋼材内部の
き裂測定

▲橋梁の損傷写真を撮影する技術

▲トンネルの変状写真を撮影する技術

▲コンクリートのうき・はく離を
非破壊で検査する技術

【宮城県道路メンテナンス会議】



橋梁の点検実施率は全体で４３％となっています。
点検結果は、早期措置段階である判定区分Ⅲは全体で１１％です。
予防保全段階である判定区分Ⅱの比率が７７％と高い傾向にあります。

点検の数（道路管理者別）
【橋梁】

判定結果の割合（道路管理者別）

【宮城県道路メンテナンス会議】



１巡目点検の判定区分Ⅲ、Ⅳの修繕着手状況【橋梁】

【宮城県道路メンテナンス会議】



【損傷】伸縮装置、高欄の劣化

主桁のひび割れ

施 設 名：透川橋(すかしかわはし)
管 理 者：宮城県
路 線 名：（主）古川佐沼線
位 置：宮城県栗原市
建 設 年：1963年（昭和38年）
主な損傷：伸縮装置、高欄の劣化

【対策】伸縮装置取り換え、高欄補修

施 設 名：かむり大橋(かむりおおはし)
管 理 者：仙台市
路 線 名：（主）仙台泉線
位 置：仙台市泉区八乙女中央二丁目
建 設 年：1983年（昭和58年）
主な損傷：支承防錆工、橋面防水工等

【損傷】支承の腐食 【対策】支承防錆

【概要】

【概要】

【全景】

【全景】

【宮城県道路メンテナンス会議】



施 設 名：寄門橋(よりかどばし)
管 理 者：村田町
路 線 名：町道元関場鹿野線
位 置：宮城県柴田郡村田町
建 設 年：不明
主な損傷：主桁及び支承の腐食

【概要】

ひび割れ注入

防護柵の腐食 防護柵の取替え

床版のひび割れ

【損傷】主桁及び支承の腐食 【対策】当て板補修、支承補修、塗装塗替等

施 設 名：唐桑トンネル(からくわとんねる)
管 理 者：国土交通省 仙台河川国道事務所
路 線 名：国道45号
位 置：宮城県気仙沼市
建 設 年：1969年（昭和44年）
主な損傷：浮き・はく離

【概要】

【損傷】打ち継ぎ目箇所の浮き・はく離 【対策】はく落防止（炭素繊維＋メッシュシート）

【全景】

【全景】

【宮城県道路メンテナンス会議】



施 設 名：しおりふれあいトンネル
管 理 者：宮城県
路 線 名：（一）利府中インター線
位 置：宮城県塩竈市
建 設 年：2001年（平成13年）
主な損傷：浮き・はく離

【概要】

橋台のひび割れ

床版の鉄筋露出

【全景】

【損傷】うき・はく離 【対策】はく落防止（メッシュシート）

施 設 名：面瀬川橋（おもせがわばし）
管 理 者：国土交通省 仙台河川国道事務所
路 線 名：国道45号
位 置：宮城県気仙沼市
建 設 年：1986年（昭和61年）
主な損傷：主桁の腐食、変形・欠損

【概要】

【全景】

【損傷】腐食・変形・欠損 【対策】塗り替え

【宮城県道路メンテナンス会議】


